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近
世
に
お
け
る
茶
の
湯	

─
井
原
西
鶴
の
『
浮
世
草
子
』
を
中
心
に

─	

久
保
花
野
子

動
物
と
文
学	

─
「
奇
妙
な
仕
事
」
か
ら
考
え
る
、
動
物
愛
護
に
つ
い
て

─	

紙
谷
ひ
か
る

夏
目
漱
石
『
明
暗
』
論
─
「
生
き
づ
ら
さ
」
の
正
体
と
は

─	

野
村　

結
花

前
川
知
大
論
─
戯
曲
『
太
陽
』
を
中
心
に

─	

田
村　

綾
菜

「
武
士
語
」
は
ど
の
よ
う
に
し
て
記
号
化
さ
れ
た
の
か	

小
美
野
里
奈

耽
美
派
の
作
家
に
共
通
す
る
美
し
さ
と
は	

片
山　

柚
里

太
宰
治
『
人
間
失
格
』
論
─
作
者
の
人
生
観
に
つ
い
て

─	
早
木　

七
樺

谷
崎
潤
一
郎
『
痴
人
の
愛
』
論
─
本
当
の
愛
と
は
何
か

─	
竹
井　

真
結

樋
口
一
葉
作
品
か
ら
見
る
明
治
期
の
女
性
の
生
き
方	
関　
　

祐
奈

若
者
か
ら
見
た
「
バ
イ
ト
敬
語
」	

岡
本　

直
子

「
鬼
」
の
研
究	

下
萩
玲
央
南

谷
崎
潤
一
郎
の
理
想
の
女
性
像	

髙
野　
　

楓

夕
顔
論	

中
川　

茉
紘

怨
霊
と
祟
り	

紫
藤　

美
紗

夏
目
漱
石
『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』
論	

小
寺　

彩
絵

江
戸
川
乱
歩
『
吸
血
鬼
』
論	

格
清　

愉
子

芥
川
龍
之
介
『
羅
生
門
』
論　

門
の
役
割
に
つ
い
て	

渡
邊　

梨
央

日
本
人
の
誤
用
日
本
語	

笹
原　

歩
実

Ｓ
Ｎ
Ｓ
チ
ャ
ッ
ト
の
「
笑
い
」
表
現
に
つ
い
て	

苫
米
地
未
来

『
源
氏
物
語
』
紫
の
上
の
人
物
造
形
に
つ
い
て	

─
若
菜
上
巻
よ
り

─	

大
田　

安
鶴

日
本
語
原
作
漫
画
の
英
語
翻
訳
に
お
け
る
役
割
語
に
つ
い
て	

田
中
美
衣
奈

中
原
中
也
『
山
羊
の
歌
』
論	

深
田　

紗
香

コ
ン
セ
プ
ト
カ
フ
ェ
の
世
界
観
と
用
語	

菊
池　

愛
宥

オ
ノ
マ
ト
ペ
の
日
英
比
較	

─
『
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
』
を
対
象
と
し
て

─	

村
山　

璃
華

対
面
と
非
対
面
場
面
で
の
相
槌	

─
非
対
面
場
面
で
の
会
話
を
ス
ム
ー
ズ
に
す
る
た
め
に

─	

室
園　

彩
歌

「
大
丈
夫
」
の
変
遷
に
つ
い
て	

野
口　

祐
佳

江
戸
川
乱
歩
『
人
間
椅
子
』
論	

志
賀　

美
月

森
鴎
外
『
舞
姫
』
論	

川
上　

佑
依

『
源
氏
物
語
』
の
物
の
怪
─
六
条
御
息
所
を
中
心
に

─	

根
本　

玲
奈

与
謝
野
晶
子
と
現
代
の
「
女
子
力
」	

─
時
代
と
と
も
に
変
化
す
る
女
性
観

─	

奥
山
あ
か
り

『
源
氏
物
語
』
と
源
氏
能	

佐
藤　

香
菜

茶
道
と
和
歌	

関　
　

遥
香

『
落
窪
物
語
』
の
和
歌
に
つ
い
て	

丸
尾　

菜
月

『
遠
野
物
語
』
研
究	

大
久
保
暢
音

『
源
氏
物
語
』
末
摘
花
に
つ
い
て	

川
上　

奈
々

樋
口
一
葉
の
作
品
に
み
る
明
治
時
代
の
格
差
社
会	

齋
藤　

彩
奈

宮
沢
賢
治
『
銀
河
鉄
道
の
夜
』
論	

槇
田
朱
未
澪

鳥
山
石
燕
『
画
図
百
鬼
夜
行
』
に
描
か
れ
た
妖
怪
た
ち	

安
田
紫
遠
里

国
語
国
文
学
科
第
五
十
四
回
生
　
卒
業
論
文
題
目

─
─
令
和
四
年
卒
業
─
─
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東
京
若
年
層
方
言
の
文
末
形
式
ジ
ャ
ネ
に
つ
い
て	

佐
藤
夏
穂
果

『
源
氏
物
語
』
玉
鬘
と
光
源
氏
─
初
音
巻
か
ら
真
木
柱
巻
ま
で

─	

村
尾　

晴
美

『
地
獄
変
』
研
究
─
美
と
醜
に
つ
い
て

─	

堀
越　

有
沙

小
野
小
町
研
究	

長
谷　

優
香

若
者
言
葉
の
定
着
に
つ
い
て	

香
取
友
葵
夏

方
言
「
え
ら
い
」
に
つ
い
て	

金
澤　

梨
央

宮
沢
賢
治
の
童
話
作
品
か
ら
考
え
る
オ
ノ
マ
ト
ペ	

浦
道　

涼
香

『
マ
ル
ス
の
歌
』
論
─
帯
子
に
見
る
曖
昧
さ

─	

徳
田　

夏
奈

『
銀
河
鉄
道
の
夜
』
を
考
え
る	

藤
善
み
ち
る

「
恐
怖
」
の
文
学	

九
鬼
さ
や
か

小
野
小
町
と
遊
女	

中
島　

朱
理

明
治
期
の
文
学
に
お
け
る
女
性
の
教
育
と
現
実	

杉
山　
　

叶

太
宰
治
「
女
性
独
白
体
小
説
」
研
究	

─
『
女
生
徒
』
か
ら
『
ヴ
ィ
ヨ
ン
の
妻
』
へ
の
道

─	

町
田
佑
里
香

『
古
今
和
歌
集
』
羇
旅
歌
に
つ
い
て	

大
谷　

美
鈴

島
尾
敏
雄
『
島
の
果
て
』
論	
塩
谷　

泉
空

佐
多
稲
子
『
キ
ャ
ラ
メ
ル
工
場
か
ら
』
論	
瀬
下　
　

萌

「
異
界
」
を
読
む	

秋
山　

裕
香

依
頼
表
現
に
つ
い
て
─
文
末
表
現
に
焦
点
を
あ
て
て

─	

米
田　

彩
乃

「
す
み
ま
せ
ん
」
に
つ
い
て	

加
畑　

千
衿

公
立
小
・
中
学
校
の
校
歌
に
お
け
る
言
語
的
特
徴	

─
埼
玉
県
深
谷
市
を
対
象
に

─	

中
田　

絢
野

樋
口
一
葉
作
品
に
描
か
れ
た
女
性
の
生
き
方	

中
村　

春
菜

『
落
窪
物
語
』
に
登
場
す
る
女
房
あ
こ
き
の
活
躍
に
つ
い
て	

石
垣　

美
奈

『
落
窪
物
語
』
論　

灰
か
ぶ
り
と
の
比
較
を
通
し
て	

中
川　

真
綾

石
川
淳
『
処
女
懐
胎
』
論	

岡
田　

彩
月

宮
城
県
の
方
言
「
い
き
な
り
」
に
つ
い
て	

菅
原　

樹
里

口
頭
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
間	

─
落
語
の
分
析
を
通
し
て

─	

松
波　

京
花

『
源
氏
物
語
』
に
お
け
る
夕
顔
に
つ
い
て	

畠
山　

莉
夢

泉
鏡
花
初
期
作
品
に
お
け
る
此
岸
と
は	

─
『
義
血
侠
血
』『
夜
行
巡
査
』『
外
科
室
』
を
中
心
に

─	

海
部
菜
美
子

樋
口
一
葉
作
品
に
み
る
女
性
像	

森
田
彩
依
有

近
代
文
学
作
品
か
ら
見
ら
れ
る
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
思
想	

─
与
謝
野
晶
子
と
平
塚
ら
い
て
う
を
中
心
に

─	

塩
谷　

理
子

『
古
今
著
聞
集
』
に
お
け
る
恠
異
・
変
化
の
研
究	

島
田　
　

望

Pokém
on

の
名
前
か
ら
考
え
る
オ
ノ
マ
ト
ペ	

─
で
ん
き
タ
イ
プ
の
音
象
徴

─	

内
山　
　

葵

作
中
人
物
の
人
間
性
と
時
代
背
景
の
関
連
性	

石
井
亜
柚
香

近
代
と
現
代
の
女
性
の
立
場
の
違
い
に
つ
い
て	

─
な
ぜ
女
性
差
別
と
い
う
言
葉
が
消
え
な
い
の
か

─	

清
水
佑
莉
奈

新
語
・
流
行
語
の
発
生
理
由
と
、
地
域
別
使
用
状
況
に
つ
い
て	

	

石
田
み
の
り


